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 先日、和歌山市国際交流課さんから、１年生を対象に

「国際理解教育」の出前授業をしていただきました。講師

として、同課からジェイコブさんが来てくれました。ジェイ

コブさんは、２０代のカナダ育ちのカナダ人ということ

でした。手作りの資料を用意してくれ、子どもたちに楽し

く話をしてくれました。子どもたちにとって、カナダ人から

聞くカナダの話はとても興味深かったようで、この授業

の終わりには何人もの子が「カナダに行きたい！」と話

していました。また、多数のジェイコブさん大好きっ子が彼を取り囲んでいました。映像だけの

学習より、当地の方の生の話が加わればリアリティが増し、子どもたちは興味関心を高め、大

喜びで授業を受けていました。その内容を少し紹介しますと、彼の出身はバンクーバーだそう

で、広い芝生の運動場（カナダではそれが普通らしい）の小学校生活では、オオカミの遠吠え

も聞くことがあったとか。また、北部の森林地帯に行くとビーバーが生息しており、白熊に出

会うこともあるとか。そして、子どもたちがすごく驚いたことがあったのですが、カナダのおす

しが日本の一般的なお寿司と全然違うビジュアルだったことです。私も初めて知ったのですが、

カナダでは龍や芋虫をモチーフにしたカラフルなロール寿司が一般的だということでした。

私の感覚では「それ、お寿司？？」ですが、カナダの人に

とっては一般的だそうです。また、メープルシロップも

有名で、ホットケーキやパンケーキだけでなく、ベーコン

やニンジンにもよくかけて食べるそうです。食文化も日

本とは違いがあることがよくわかりました。この授業で、

ネイティブスピーカーの英語に触れ、一緒に発声し、英

語も楽しむことができました。子どもたちにとり、とても

有意義な時間であったと感じています。国際交流課の

みなさん、ありがとうございました。 

＜子どもたちの感想文より＞ ・ぼく、カナダにいきたいです。  ・カナダのおすしとかどうぶつとかおし

えてくれてありがとう   ・ジェイコブ先生ありがとう うれしすぎてがちでないたよ   ・ジェイコブせんせ

いだいすきだよ またカナダにいきます   ・メープルシロップのとりかたがわかったです   ・カナダから

くるのに１２じかんかかるのにありがとう   ・カナダひろいからうらやましい またにほんにきてね   ・え

いごおしえてくれてありがとう   ・おーろらがにほんにないからみれてうれしかったです    （一部抜粋） 


